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設備投資に積極姿勢
　「より早く、きれいに、安く」をモットーに掲げ、機
械カバー、機械部品、トラック架装のパーツなどを
製造している「中嶋精密製作所」。板金加工はもと
より、プレス、絞り、溶接、切断、研磨、メッキ、塗装、
レーザー加工など、多様な工程を自社で行い、お客
様の要望にダイレクトかつ細やかに応えている。
　当センターの設備貸与制度を活用し導入したのは、
板厚0.3～19mmまで加工可能なレーザー加工機。
　「精密さ、正確さ、スピードにおいて人は機械に
敵わない。頼れるところは機械に頼って、プログラ
ミングと最後の確認や仕上げは人の手で」と話す
中嶋貞明社長。
　昨年1月には曲げ加工を行うプレスブレーキ（高精
度ベンダー機器）も導入。LED照明器具のカバーの

各種鉄板、ステンレス、アルミなど
薄物から厚物まで幅広い素材に対応。
地道に、時に果敢に、歩みを重ねてきた。
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製作を始めた。　

大正時代から続く老舗
　同社の創業は大正14年。中嶋社長の父が今の
大曲上大町で屋根工事業を始めた。「しかし、雪が
降ると工事ができない。冬季は従業員を遊ばせる
状態だった」と中嶋社長は振り返る。
　自身は昭和29年、中学卒業を機に上京。東京都
板金職業訓練校で学んだ後、都内の板金会社で腕
を磨き、同42年に帰郷して家業を継いで、同44年
に1級板金技能士の資格を取得。以後、冬季も安定
した仕事を確保しようと空調設備工事に事業を拡
大した。官公庁や飲食店関係の工事が増え、当時
は同業も少なかったため、多忙な日々だった。
　同54年には現在地に工場を構え、現在の主力分野
である厚物精密板金に着手。平成元年に法人化した。

「安泰」より、課題を持って挑戦を
　自らがこの道ひと筋62年の板金職人。「今日に至
るまで道は平坦ではなかったが、“いざとなっても、
自分には技術があるから大丈夫”と気持ちを奮い立
たせて新規分野に挑戦し、設備投資を重ねてきた。
仕事は、安泰と思えば気が抜けてしまう。多少困難
があった方が、がむしゃらに頑張れる」。そう笑って
話す様子に、ベテランの貫禄が漂う。　
　当センターとの付き合いは40年を越える。「設備
貸与制度以外にも、販路拡大担当のイベントの常
連です」。こうしたイベントや日ごろの営業活動で
心掛けていることは「聞く耳を持って、人の話をよく
聞くこと」だという。従業員は12人と専務。喜寿を
超えた今も、職人たちを率いて挑戦を続けている。
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ドジョウの加工・販路拡大を目指す
　水田や用水路、池などに生息しているドジョウ。し
かし、河川改修や土地改良などを背景に生息数が激
減し、国内消費の80％は輸入品という現状にある。
　大館市の「マツタ食産」は、国産の安全・安心な
ドジョウを届けたいと養殖に取り組んでいる。商
品名は「白神どじょう」。その販売と販路拡大を担
うのが、同じ大館市の「トリトンハウス」である。
　養殖を始めた2012年当初は、生きたドジョウを
活魚として出荷していたが、ドジョウは水温が下が
ると土に潜って冬眠するので、冬は売上が激減して
いた。そこで、特産品の通信販売で実績のあるトリ
トンハウスの鳥潟社長と手を取り、加工食品として
通年出荷を目指すことにした。平成27年度の農商
工応援ファンド事業に採択され、現在は加工品の販

古くは、貴重な栄養源だったドジョウ。
安全・安心な“国産もの”の商品開発が
大館市で始まっている。

売に向けて、マーケティングリサーチ、商品開発、販
路開拓を進めている。

お客様の悩みに応じる
　トリトンハウスは、県北地域の特産品を販売す
るインターネットサイト「あいしてあきた」をはじめ
とする通信販売事業、教育事業（スクール運営）、
人材派遣業、損害保険代理店業、PCサポートなど
を手がける企業。「お客様から『こんなことで困っ
ているんだけど…』と相談されるたび、それに応え
るかたちで事業を拡大してきた」と鳥潟社長は振
り返る。「白神どじょう」も「冬に売れない」「加工
ができない」との相談を受けて、ファンドの応募に
至った。「秋田県の農業は可能性に満ちている。し
かし同時に多くの悩みを抱えている。我々と『農』
との関わりは、これからも増えるだろう」と新たな
挑戦に前向きだ。

若い人に食べてもらえるように
　「白神どじょう」の今の課題は、餌や環境などを
工夫して孵化率を上げること。そして、「この飽食の
時代に、若い人にどうやってドジョウを食べてもらう
か」。これまで、佃煮やつみれなど、さまざまな料理
を試作した。中でも、地元の子供たちに試食しても
らって好評だったのは唐揚げ。「調理前の生きてい
るドジョウを見て『食べたくない』と話していた子供
たちが、唐揚げにすると『おいしい！』と喜んで食べ
てくれた。ドジョウは『ウナギ一匹、ドジョウ一匹』と
の言葉があるほど、カルシウムや亜鉛などの栄養価
が極めて高い。食育の面にも力を入れ、若い世代に
気軽に食べてもらえるように頑張りたい」と意気込
みを語る。

有限会社 トリトンハウス

センター活用事例 [ c a s e 1 ]

http://www.toriton.co.jp

大仙市戸地谷字川前285-1
Te l . 0187-62-1098　Fax. 0187-62-0098
E-mail : nakajima-seimitu@arrow.ocn.ne.jp
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大館市御成町2丁目9-2  TORIビル
Tel. 0186-45-0210
Fax. 0186-42-8987

設 備 貸与制度
県内小規模企業者・中小企業者が導入を希望される機械
設備を当センターが購入し、割賦販売またはリースする制
度です。
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中嶋社長。秋田
県ダクト工業会
顧問、秋田県板
金工業組合相談
役など数々の役
職を務めている。

「食材としてのド
ジョウの魅力、可
能性をもっとた
くさんの知って
もらいたい」と鳥
潟社長。

高速加工、高精度加工が
可能なレーザー加工機。導入
したことで「作業効率が格段
にアップした」と中嶋社長。

同社の製品。上は、排気
用ダクトの排気口。下は、
レーザー加工機で製造した
オリジナルネームプレート。
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あきた企業活性化センター 経営支援グループ
設備貸与・研究開発資金担当
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唐揚げとともにイチ
オシの料理「フリッター」。
左上掲載の料理は、唐揚
げをご飯にのせてたれを
かけた「ドジョウ丼」。

原野を掘り、白神山
系から注ぐ地下水を汲み
上げて造った養殖場。常
に白神の伏流水が注が
れている。

あきた農商工応援ファンド事業
農林漁業者と中小企業者等が連携して取り組む県産農
林水産物を活用した新商品開発や、その販路開拓など
の取組を支援します。

あきた企業活性化センター
設備貸与・研究開発資金担当

TEL 018-860-5702
お問い
合わせ
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